
IPv6プレフィックスリスト

この章は、次の項で構成されています。

• clear ipv6 prefix-list（2ページ）
• ipv6 prefix-list（3ページ）
• show ipv6 prefix-list（7ページ）
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clear ipv6 prefix-list
clear ipv6 prefix-listコマンドを特権 EXECモードで使用すると、IPv6プレフィックスリスト
エントリのヒットカウントをリセットできます。

構文

clear ipv6 prefix-list [prefix-list-name [ipv6-prefix/prefix-length]]

パラメータ

• prefix-list-name：ヒットカウントをクリアするプレフィックスリストの名前。

• ipv6-prefix：ヒットカウントをクリアする IPv6ネットワーク。この引数は、RFC 4293に
記述されている形式にする必要があります。コロン区切りの 16ビット値を使用して、ア
ドレスを 16進数で指定します。

• prefix-length：IPv6プレフィックスの長さ。プレフィックス（アドレスのネットワーク部
分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値です。10進数値の前にスラッ
シュ記号が必要です。

デフォルト設定

すべての IPv6プレフィックスリストのヒットカウントは自動的にクリアされます。

コマンドモード

特権 EXECモード

使用上のガイドライン

ヒットカウントは、特定のプレフィックスリストエントリに一致する数を示す値です。

例

次の例では、ネットワークマスク2001:0DB8::/35と一致する、first_listという名前のプレフィッ
クスリストのプレフィックスリストエントリからヒットカウントをクリアします。

switchxxxxxx# clear ipv6 prefix-list first_list 2001:0DB8::/35
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ipv6 prefix-list
ipv6 prefix-listコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで使用すると、IPv6プレ
フィックスリストでエントリを作成できます。エントリを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

構文

ipv6 prefix-list list-name [seq number] {{deny|permit} ipv6-prefix/prefix-length [ge ge-length] [le
le-length]} | description text

no ipv6 prefix-list list-name [seq number]

パラメータ

• list-name：プレフィックスリストの名前。名前には最大 32文字を使用できます。

• seq seq-number：設定しているプレフィックスリストエントリのシーケンス番号。これ
は、1～ 4294967294の整数値です。

• deny：条件に一致するネットワークを拒否します。

• permit：条件に一致するネットワークを許可します。

• ipv6-prefix：指定したプレフィックスリストに割り当てられている IPv6ネットワーク。こ
の引数は、RFC 4293に記述されている形式にする必要があります。コロン区切りの 16
ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定します。

• prefix-length：IPv6プレフィックスの長さ。プレフィックス（アドレスのネットワーク部
分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値です。0～ 128の 10進数の値
の前にはスラッシュ記号が必要です。ipv6-prefix (::)がゼロの場合のみ、prefix-lengthをゼ
ロにすることができます。

• description text：テキストの長さは最大 80文字です。

• ge ge-value：prefix-length引数以上のプレフィックス長を指定します。これは lengthの範囲
の最小値です（長さ範囲の「下限」に該当する値）。

• le le-value：prefix-length引数以下のプレフィックス長を指定します。これは lengthの範囲
の最大値です（長さの範囲の「まで」の部分）。

デフォルト設定

プレフィックスリストは作成されません。

コマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモード
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使用上のガイドライン

seqキーワードを指定せずにこのコマンドを使用すると、最後のシーケンス番号に 5を足した
番号のプレフィックスリストの最後のエントリの後に新しいエントリが追加されます。たとえ

ば、最後に設定されているシーケンス番号が 43の場合、新しいエントリのシーケンス番号は
48になります。リストが空の場合は、最初のプレフィックスリストエントリには番号 5が割
り当てられ、後続のプレフィックスリストエントリは 5ずつ増分します。

seqキーワードを指定してこのコマンドを使用すると、パラメータで指定された場所に新しい
エントリが配置されます。シーケンス番号が指定されたエントリが存在する場合、新しいエン

トリで置き換えられます。

seqキーワードを指定してこのコマンドを使用すると、プレフィックスリストが削除されま
す。

seqキーワードを指定したこのコマンドのnoバージョンを使用すると、指定したエントリが削
除されます。

プレフィックスリストエントリのシーケンス番号によって、リスト中のエントリの順番が決

まります。ルータは、ネットワークアドレスとプレフィックスリストエントリを比較します。

ルータは、プレフィックスリストの先頭（最も小さいシーケンス番号）から比較を開始しま

す。

プレフィックスリストの複数のエントリがプレフィックスに一致する場合、シーケンス番号が

最も小さいエントリが実際の一致と見なされます。一致または拒否が発生すると、プレフィッ

クスリストの残りのエントリは処理されません。効率を求めるために、シーケンス番号の引数

を使用してリスト上位付近に最も一般的な許可または拒否を配置することもできます。

IPv6プレフィックスリストは、permit文または deny文を適用する前に照合が必要な特定のプ
レフィックスまたはプレフィックスの範囲を指定するために使用されます。2つのオペランド
キーワードを使用して、照合するプレフィックス長の範囲を指定できます。ある値以下のプレ

フィックス長は、leキーワードで設定します。ある値以上のプレフィックス長は、geキーワー
ドを使用して指定します。geおよび leキーワードを使用すると、通常の ipv6-prefix/prefix-length
引数よりも詳細に、照合するプレフィックス長の範囲を指定できます。

プレフィックスリストのエントリと照合される候補プレフィックスに対して、次の条件が存在

している必要があります。

•候補プレフィックスは、指定したプレフィックスリストおよびプレフィックス長エントリ
と一致している必要があります

•省略可能な leキーワードの値によって、許可されるプレフィックス長が、0から le-length
引数の値（この値を含む）までの範囲で指定されます。

省略可能な geキーワードの値によって、許可されるプレフィックス長が、ge-lengthキー
ワードの値から 128（この値を含む）までの範囲で指定されます。

最初の条件は、他の条件が有効になる前に一致している必要があることに注意してください。

geまたは leキーワードを指定しなかった場合は、完全一致であると想定されます。1つのキー
ワードオペランドだけを指定した場合、そのキーワードの条件が適用され、もう1つの条件は
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適用されません。prefix-length値は、ge値よりも小さい必要があります。ge値は、le値以下で
ある必要があります。le値は、128以下である必要があります。

すべての IPv6プレフィックスリスト（許可および拒否の条件文が含まれていないプレフィッ
クスリストを含む）には、最後の一致条件として暗黙的なdenyanyany文が含まれています。

公式指定

選択したプレフィックスは cP、選択したプレフィックス長は cLです。

関数 PrefixIsEqual(P1, P2, L)は、2つのアドレス P1と P2の最初の Lビットを比較し、等しい
場合は trueを返します。

ケース 1.プレフィックスリストのエントリは次のとおりです。

• P：プレフィックスアドレス

• L：プレフィックス長

• ge：未定義

• le：未定義

PrefixIsEqual(cP,P,L) && cL == Lの場合、プレフィックス cP/cLはプレフィックスリストのエ
ントリと一致します

ケース 2。プレフィックスリストエントリは次のとおりです。

• P：プレフィックスアドレス

• L：プレフィックス長

• ge：定義済み

le：未定義

PrefixIsEqual(cP,P,L) && cL >= geの場合、プレフィックス cP/cLはプレフィックスリストの
エントリと一致します

ケース 3。プレフィックスリストエントリは次のとおりです。

• P：プレフィックスアドレス

• L：プレフィックス長

• ge：未定義

le：定義済み

PrefixIsEqual(cP,P,L) && cL <= leの場合、プレフィックス cP/cLはプレフィックスリストのエ
ントリと一致します

ケース 4。プレフィックスリストエントリは次のとおりです。

• P：プレフィックスアドレス

• L：プレフィックス長
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• ge：定義済み

le：定義済み

PrefixIsEqual(cP,P,L) && ge <= cL <= leの場合、プレフィックス cP/cLはプレフィックスリス
トのエントリと一致します

例 1。次の例では、プレフィックス ::/0を指定したすべてのルートが拒否されます。
switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc deny ::/0

例 2。次に、プレフィックス 2002::/16を許可する例を示します。
switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc permit 2002::/16

例 3。次の例では、プレフィックス 5F00::/48からプレフィックス 5F00::/64（この値を
含む）までのプレフィックスを許可するプレフィックスグループを指定する方法を示

します。

switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc permit 5F00::/48 le 64

例 4。次の例では、プレフィックス 2001:0DB8::/64を指定したルートで 64ビットより
も大きなプレフィックス長が拒否されます。

switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc permit 2001:0DB8::/64 le 128

例 5。次の例では、すべてのアドレス空間で 32から 64ビットのマスク長が許可され
ます。

switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc permit ::/0 ge 32 le 64

例 6。次の例では、すべてのアドレス空間で 32ビットを超えるマスク長が拒否されま
す。

switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc deny ::/0 ge 32

例7。次の例では、プレフィックス2002::/128を指定したすべてのルートが拒否されま
す。

switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc deny 2002::/128

例 8。次の例では、プレフィックス ::/0を指定したすべてのルートが許可されます。
switchxxxxxx(config)# ipv6 prefix-list abc permit ::/0
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show ipv6 prefix-list
show ipv6 prefix-listコマンドをユーザ EXECまたは特権 EXECモードで使用すると、IPv6プ
レフィックスリストまたは IPv6プレフィックスリストのエントリに関する情報を表示できま
す。

構文

show ipv6 prefix-list [detail [list-name] | summary [list-name]]

show ipv6 prefix-list list-name ipv6-prefix/prefix-length [longer | first-match]

show ipv6 prefix-list list-name seq seq-num

パラメータ

• detail | summary：すべての IPv6プレフィックスリストの詳細情報または要約情報を表示
します。

• list-name：特定の IPv6プレフィックスリストの名前。

• ipv6-prefix：指定した IPv6ネットワークのすべてのプレフィックスリストのエントリ。こ
の引数は、RFC 4293に記述されている形式にする必要があります。コロン区切りの 16
ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定します。

• prefix-length：IPv6プレフィックスの長さ。プレフィックス（アドレスのネットワーク部
分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す 10進値です。10進数値の前にスラッ
シュ記号が必要です。

• longer：任意の ipv6-prefix/prefix-length値よりも大きな IPv6プレフィックスリストのすべ
てのエントリを表示します。

• first-match：任意の ipv6-prefix/prefix-length値に一致する IPv6プレフィックスリストのエ
ントリを表示します。

• seq seq-num：IPv6プレフィックスリストのエントリのシーケンス番号。

コマンドモード

ユーザ EXECモード

特権 EXECモード

使用上のガイドライン

detailおよび summaryキーワードを省略すると、detailオプションが適用されます。

longerおよび first-matchキーワードを省略すると、任意のネットワーク/長さと一致する指定
されたプレフィックスリストのすべてのエントリが表示されます。

例 1。次の例は、detailキーワードを指定したこのコマンドの出力を示します。
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switchxxxxxx# ipv6 prefix-list detail
ipv6 prefix-list 6to4:
count: 1, range entries: 0
seq 5 permit 2002::/16 (hit count: 313)

ipv6 prefix-list aggregate:
count: 3, range entries: 2
seq 5 deny 3FFE:C00::/24 ge 25 (hit count: 568)
seq 10 description The Default Action
seq 15 permit ::/0 le 48 (hit count: 31310)

フィールドの説明

• count：リスト内のエントリ数。

• range entries：一致範囲内のエントリ数。

• seq：リスト内のエントリ番号。

• permit, deny：付与ステータス。

• description：コメント。

• hit count：プレフィックスエントリの一致の数。

Example 2. The following example shows the output of the show ipv6 prefix-list command
with the summary keyword:
switchxxxxxx# show ipv6 prefix-list summary
ipv6 prefix-list 6to4:
count: 1, range entries: 0

ipv6 prefix-list aggregate:
count: 2, range entries: 2

Example 3. The following example shows the output of the show ipv6 prefix-list command
with the seq keyword:
switchxxxxxx# show ipv6 prefix-list bgp-in seq 15
seq 15 deny ::/1 (hit count: 0)
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


